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 [授業の概要・目的]
受講者持ち回りの口頭発表と全受講者を交えた討議による双方向型講義を行う。システム科学に関
する最新の話題の幅広い紹介、受講者に対する複数教員からのアドバイスの場の提供、研究発表リ
テラシー向上を目的とする。

 [授業計画と内容]
受講者は持ち回りで自分が興味を持つシステム科学研究に関してレジュメを用意したうえで口頭発
表を行う。その後、アドバイザ教員と全受講者を交えて口頭発表を踏まえた討議を行う。受講者は、
このことによって修士課程研究の進め方について所属研究室外複数教員からのアドバイスを得ると
ともに、レジュメ文書や口頭発表に基づく研究発表のリテラシーを身につける。授業計画は学生の
プレゼンテーションと適切な複数教員によるアドバイスの機会を保証するべく、履修者決定後に世
話役教員が作成する。

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・基準]
アドバイザ教員と学生によって、発表者学生の研究分野への理解度とプレゼンテーションの能力を
総合的に評価する。参加者・討議者としての出席も評価の対象とする。

システム科学通論(2)へ続く↓↓↓



システム科学通論(2)

 [教科書]
使用しない

 [参考書等]
  （参考書）
とくになし。

（その他（授業外学習の指示・オフィスアワー等））
その場での意見交換を重視しており、とくにそのような設定を行う必要はないが、訪問は随時可能
の
ように工夫する予定である。

※オフィスアワー実施の有無は、KULASISで確認してください。


